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叩
一 鋪96り 金 木 だ よ り |lr{Ⅱ43年3ﾉ」25'1（月）▽ ▲ リ 所
川
脈
ｔ
水
蜘
務
所
金
木
出
推

眺
及
へ
）

’’’ か
ら
派
椛
土
地
改
良
州
堆
所
小

▽
大
顎
浩
（
州
妬
拠
盗
金
係
瞠

例
文
勝
腿
か
ら
金
木
川
へ
）

張
校
か
ら
蒔
川
小
学
校
踵
へ
）

Ｖ
竹
森
弘
（
映
辿
路
諜
か
ら
五

川
瞥
察
稗
隆
か
ら
金
木
川
へ
）

▽
小
川
内
雅
冊
（
〃
森
銀
行
平

務
所
工
務
蛎
一
課
瞠
へ
）

水
川
砿
所
歴
か
ら
む
つ
土
木
邸

勝
（
脈
所
川
腺
土
水
州
務
所
金

▲
転
入

退
職

・
・
・
ｔ
明
（
蒔
川
小
学
校
災
）

川
吏
所
瞠
へ
）
▽
叶
奇
服
（
丘

－’ 幌
土
地
改
良
邪
業
所
小
川
川

所
長
か
ら
川
川
堰
川
へ
）
▽

滕
正
二
郎
（
青
森
銀
行
金
木

店
長
か
ら
本
店
へ
）
▽
菊
地

か
ら
木
造
同
へ
）
▽
中
村
広
（
津

ま
し
た
。
（
三
月
二
十
七
日

で
の
刊
明
分
）

▲
転
出

▽
野
呂
光
服
（
金
木
警
察
料

典
ｕ
千
Ｊ
肝
刎

▽
句
ゾ
必
４
１
．
－
Ｊ

いI

刑lU つ
ぎ
の
と
お
り
異
動
か
あ
り

官
公
署
長
の
異
動

且

’’
’▽

野
桝
服
（
盤
川
小

ｲIミ
オ竜
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〃
森
県
金
木
町
役
場

企
画
篭
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米 支 文 侭工 ま
＝

’
葛
●
ご
↑
．
判
こ
の
厳
会
は
、

、
。
。
ひ
◇

二
月
二
日
選
ば
れ

二
十
六
縦
幽
全
凸
が
出
附
し
て

附
か
れ
、
雌
年
踵
の
川
巾
卿
間

縦
幽
が
仮
縦
艮
と
な
り
、
ま
ず

縦
長
選
挙
を
行
な
っ
た
結
果
、

峨
川
一
実
砿
幽
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
の
あ
と
、
腺
川
縦
艮
が

談
隆
州
に
つ
き
、
提
出
さ
れ
た

人
Ｗ
案
件
を
つ
ぎ
の
と
お
り
決

拠
出
制
卿
殿
年
金
は
、
職

場
な
ど
の
職
域
の
年
金
制
度

に
加
入
し
て
い
な
い
股
林
漁

堆
者
や
、
慨
堆
桝
や
雌
職
の

人
な
ど
が
琶
人
に
な
っ
た
り

廃
疾
の
状
態
に
な
っ
た
り
し

て
側
く
こ
と
か
で
き
な
く
な

っ
た
と
き
、
ま
た
は
一
家
の

働
き
乖
が
死
亡
し
て
ば
ｆ
家

庭
に
な
っ
た
と
き
に
年
金
給

付
を
行
な
い
、
本
人
お
よ
び

迩
族
の
生
活
の
安
定
を
は
か

る
こ
と
を
、
的
と
す
る
側
の

年
金
制
度
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
老
人
に
な
っ

て
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
に
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こ 孝竺伝

:裂
長

原
湖'賎大

漁：橋田
一鰹鍬氏 氏
育溌峠にが

騨謹警再‘
選方○

兼 る

⑤
大
橋
副
議
長
野
宮
教
育
民
生
常
任
委
員
長
原
田
土
木
常
任
委
員
長

氏ダ人一（Yﾉ'
｡,〆ハニ､ﾉ
､1

国
式′
弓

、

弧

人
含
沁
（
斤
聴
一
丸

原
田
議
長
，
木
村
総
務
常
任
委
員
長

保
険
料
忘
れ
ず
納
め
ま
し
ょ
う

支
給
さ
れ
る
老
齢
年
金
は
、
一

定
の
期
間
保
険
料
を
納
め
て
い

な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
廃
疾
の
状
態
に
な
っ
た

と
き
に
支
給
さ
れ
る
障
害
年
金

死
亡
し
た
と
き
そ
の
過
族
に
支

給
さ
れ
る
趾
子
年
金
、
遺
児
年

金
な
ど
は
、
年
金
を
受
け
る
郡

川
か
発
生
し
た
と
き
に
、
そ
の

吹
伽
の
一
定
期
間
の
保
険
料
に

つ
い
て
滞
納
か
な
く
、
納
期
限

ま
で
に
納
め
て
い
な
け
れ
ば
支

給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
し
た
か
っ
て
、
保
険
料

を
納
め
忘
れ
た
り
、
遅
れ
た
り

し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

め
ま
し
た
。

▽
剛
砿
長
〃
Ⅲ
大
橘
列
五
郎

▽
朧
在
委
幽
１
川
中
盤
蔵

▽
総
務
糊
任
委
幽
（
◎
印
委
口

埜
、
○
印
刑
委
員
踵
）
Ｉ
◎
木

村
金
利
、
○
竹
内
武
六
、
秋
元

武
治
、
沢
川
茂
、
吉
崎
正
光
、

大
橘
鋤
五
郎
、
原
川
一
尖

▽
教
育
民
生
糊
任
委
員
Ｉ
◎
野

桝
雄
造
、
○
中
谷
正
、
川
中
兜

ｌ
、
｜
〃
ダ

／
‘
ｒ
く
や
し

話
碓
』
‐
』

ｒ
Ｊ
Ｐ
Ｌ
、

■
■
Ｂ
ｒ
１
ｏ
Ｉ
ｂ
Ｈ
‐
０
‐
Ｉ
Ⅱ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
‐
１
１
１
‐
ｌ
‐
１
１
ト
ー
０
１
■
■
■
ｐ
ｒ
。
■
■
■

り
ま
せ
ん
。
現
に
、
保
険
料
を

納
め
て
い
れ
ば
支
給
さ
れ
て
い

た
の
に
納
め
忘
れ
た
り
、
遅
れ

た
り
し
た
た
め
に
文
給
さ
れ
な

い
人
た
ち
か
全
脚
各
地
で
し
ば

し
ば
兄
う
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
保
険
料
は
納
期
限
ま
で

に
必
ず
忘
れ
ず
納
め
ま
し
ょ

う
Ｏ
年
金
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も

の
か
あ
り
ま
す
。

八
老
令
年
金
Ｖ

二
十
五
年
以
上
に
わ
た
っ
て

保
険
料
を
納
め
た
人
や
免
除
さ

れ
た
人
が
、
六
十
五
才
か
ら
受

け
る
年
金
で
す
。

保
険
料
を
二
十
流
年
間
納
め

た
人
は
年
額
六
万
円
、
四
十
年

間
納
め
た
人
で
は
年
額
九
万
六

千
円
で
す
。

吉
、
花
田
甚
一
、
棟
方
兼
夫
、

中
村
健
司

▽
土
木
鮒
任
委
幽
Ｉ
◎
脱
川
雅

水
、
○
伊
滕
定
五
郎
、
伊
滕
消

慈
、
古
川
竹
夫
、
白
川
兼
五
郎

木
村
不
二
男

▽
股
林
商
工
淵
任
委
凸
Ⅱ
◎
今

久
米
雄
、
○
古
川
角
雄
、
三
潟

森
蔵
、
成
川
善
戯
、
田
中
哩
砿

佐
藤
忠
太
郎
、
臼
川
竹
治

・
１

今
農
林
商
工
常
任
委
員
長

■
■
”
Ｆ
■
』一

へ
一
一１

１
１
１
ｉ
Ｉ

八
障
害
年
金
Ｖ

病
気
や
け
が
で
亜
い
障
害
と

な
っ
た
と
き
に
受
け
る
年
金
で

す
。
年
額
六
万
円
。
障
醤
の
経
度

か
亜
い
人
に
は
、
こ
れ
に
一
万

二
千
円
か
加
算
さ
れ
ま
す
＠
．

八
母
子
年
金
Ｖ

お
母
さ
ん
が
、
ご
主
人
を
亡

く
し
、
十
八
才
以
下
の
子
ど
も

と
弊
ら
し
て
い
る
と
き
に
受
け

る
年
金
で
す
。

年
額
五
万
丘
千
二
百
円
。
二

人
以
上
の
子
ど
も
か
あ
る
と
き

は
、
二
人
側
か
ら
一
人
に
つ
き

年
額
四
千
八
百
円
か
加
算
さ
れ

ま
す
。

八
準
母
子
年
金
Ｖ

お
ば
あ
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
が

一
家
の
働
き
手
の
お
じ
い
さ
ん

▽
西
北
五
衛
生
処
理
組
合
議
口

Ｉ
木
村
不
二
男
ゞ

▽
公
立
金
木
病
院
組
合
議
員
Ｉ

中
谷
正
、
竹
内
武
六
、
秋
元
武

治
、
川
中
男
吉

▽
西
北
五
糀
神
薄
弱
児
施
設
組

合
議
員
Ｉ
中
村
健
司

▽
選
挙
管
理
委
員
Ｉ
今
与
之
助

外
崎
惣
五
郎
、
泉
谷
正
義
諺
沢

～

Ｉ
Ｊ
Ｉ

１
１
く
１
１
４
１
１
１
１
１
’
１
１
ｒ
ｌ
１
４
ｌ
１
４
４
１
’
１
１
４
１
１
４
１
１

三百人が熱戦を展開

陞
促
力
Ｅ
午
移
一
服
力
ら
三
隈
ま
て

一

私
淑
支
所

◎
な
お
、
注
射
代
一
顕
に
つ
き
二
百
六
十
円
と
、
奄
録
料

三
百
円
を
ご
持
参
願
い
ま
す
。

ｉ
Ｉ
ｉ
１
ｉ
！
‐
ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｕ
暉
標
町
ｉ
』

つ
ぎ
の
日
程
で
実
躯
し
ま
す
。
飼
い
犬
に
は
必
ら
ず
注

射
を
受
け
さ
せ
て
下
さ
い
。

一
、
金
木
地
区

四
月
八
日
午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で

青
年
研
修
所

宝
喜
良
市
地
区
』
・

↑
四
月
九
日
午
例
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で

。
↑
，
喜
良
巾
支
所
・
’

一
、
嘉
瀬
地
区

四
月
九
日
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

ｌ
ｈ
Ｉ
ト
ー
咄
■
Ｆ
Ｉ
Ｉ
１
１
．
１
１
１
１
１
ｌ
ｂ
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｂ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｂ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ
ｌ
Ｆ
Ｉ
‐
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｌ
１
０
ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｐ
ｌ
Ｉ
ト

ト
・
Ｉ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｂ
■
Ｂ
Ｐ
Ｉ
旧
５
■
ｒ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｒ

~IIIJ民スキー大会～ 狂
犬
病
の
予
防
注
射

議
会
と
金
木
町

体
育
協
会
主
雌

の
町
民
ユ
キ
ー

惑
那
涌

瀬
ス
キ
ー
場
で

行
な
わ
れ
』
学

生
、
一
般
三
日

人
以
上
か
参
加

し
、
熱
戦
を
く

り
ひ
ろ
げ
ま
し

た
。

一
位
人
賞
荷

つ
栓
吋
獅
鉢
岬

お
父
さ
ん
、
お
兄
さ
ん
な
ど

を
亡
く
し
、
十
八
才
以
下
の

係
や
弟
妹
と
蜂
ら
し
て
い
る

と
き
に
受
け
る
年
金
で
す
。

雌
子
年
金
の
場
合
と
同
じ

で
攻
。

八
通
算
老
令
年
金
Ｖ

次
の
項
の
ど
れ
か
に
該
当

す
る
人
か
六
十
五
才
に
な
っ

た
と
き
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

①
公
的
年
金
の
加
入
期
間
と

合
せ
て
二
十
五
年
以
上
あ
る

と
き
。

②
公
的
年
金
の
加
入
期
間
が

二
十
年
以
上
あ
る
と
き
。

③
公
的
年
金
か
ら
老
令
・
退

職
の
年
金
か
受
け
ら
れ
る
と

き
。
保
険
料
を
納
め
た
月
数
×

二
百
円
の
合
計
額
。ｌ
町
民
課
Ｉ

４
▲
ｌ

川
一
郎

▽
選
挙
管
蝿
委
口
補
充
員
Ⅱ
小

林
長
一
、
秋
谷
正
義
、
工
藤
消

蔵
、
秋
村
米
太
郎

な
お
、
こ
ん
ど
の
砿
会
か
ら

会
議
中
に
は
お
茶
、
た
ば
こ
は

懐
し
む
こ
と
を
申
し
あ
わ
せ
、

好
評
で
す
。

▽
列
十
小
学
校
凶
年
Ⅱ
沢
川
久

馴
（
孫
小
）
▽
五
年
Ｉ
泉
谷
鍼

治
（
川
小
）
▽
六
年
Ⅱ
櫛
引
茂

広
〆
茄
小
）
▽
女
子
小
学
校
Ⅷ
年

１
川
中
み
や
子
（
金
小
）
▽
五

年
Ｉ
津
川
文
子
（
脈
小
）
〆
▽
六

年
Ｉ
川
中
藤
子
（
茄
小
）
▽
叫

子
中
学
校
一
年
Ｉ
小
川
内
炎
治

（
南
中
）
▽
二
年
Ｉ
野
桝
勤
則

一
（
南
中
）
▽
三
年
Ｉ
藤
一
弾
錺
二で

（
南
中
）
▽
女
子
叩
学
校
一
年

Ｉ
川
巾
沈
子
（
金
巾
）
▽
断
校
一

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

圖
一

▽
小
学
校
四
年
Ｉ
脈
川
火
（
湘

小
）
▽
五
年
Ｉ
鎌
川
山
松
（
茄

小
）
▽
六
年
Ⅱ
野
呂
服
文
（
茄

小
）
▽
中
学
校
一
年
Ⅱ
服
川
功

（
南
中
）
▽
二
年
Ⅱ
今
消
治
（
陶

中
）
三
年
Ⅱ
伊
藤
政
一
（
南
中
）

｜
競
走
の
部
一

▽
兜
子
小
学
校
四
年
Ｉ
陳
川
修

二
（
茄
小
）
▽
五
年
Ｉ
小
川
内

孝
蕊
（
茄
小
）
▽
六
年
Ｉ
川
海

昭
一
（
茄
小
）
▽
女
子
小
学
校

般
Ｉ
花
川
忠
佳
（
金
間
）

Ｉ
会
長
に
片
岡
氏

交
通
安
全
協

金
木
分
会

金
木
地
区
交
通
安
全
協
会
金

木
分
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
総
会

を
開
き
、
新
年
腱
の
邪
推
と
役

幽
を
決
め
ま
し
た
。

蛎
業
と
し
て
は
、
道
路
交
通

法
の
説
明
会
、
歩
行
折
の
折
導

－

匿
’

「
検
察
審
査
会
」
は
被
害
者
の
味
方
で
す

◎
詐
欺
、
お
ど
し
、
交
通
珊
故
な
ど
に
あ
い
、
警
察
や
検

察
庁
へ
訴
え
て
も
、
検
察
官
か
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
、
こ
ん
な
と
き
は
、
泣
き
寝
入
り
し
な
い
で
検
察
稀

在
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
検
察
器
侮
会
は
選
挙
人
名
繩
の
中
か
ら
、
ク
ジ
で
選
ば

れ
た
民
間
の
代
衣
祈
卜
一
人
で
構
成
さ
れ
、
検
察
官
の

「
不
起
訴
処
分
の
よ
し
あ
し
」
を
滞
在
し
ま
す
。

◎
審
介
の
申
し
立
て
に
、
鋤
川
は
い
り
ま
せ
ん
。
申
し
並

て
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
点
が
あ
っ
た
ら

次
の
勘
所
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

弘
前
市
大
字
下
白
銀
町

弘
削
検
察
審
在
会
事
務
肋

（
両
森
地
″
裁
判
所
弘
伽
支
部
内
）

砥
話
代
衣
③
四
三
二
一
肝

｜
リ
レ
ー
の
部
一

▽
男
子
小
学
校
Ⅱ
那
瀬
小
▽
女

子
小
学
校
１
淵
瀬
小
▽
列
子
中

学
校
Ｉ
南
中
▽
一
般
Ⅱ
金
木

凶
年
Ⅱ
川
叩
み
や
子
（
金
小
）
▽

五
年
Ｉ
踵
川
厚
子
（
金
小
）
▽
六

年
Ⅱ
大
町
真
鯉
子
（
茄
小
）
▽
列

子
中
学
校
一
年
Ｉ
鳴
海
修
二

（
附
中
）
▽
二
年
Ｉ
脈
川
哩

（
南
中
）
▽
三
年
Ｉ
松
川
鉄
臨

（
南
中
）
▽
女
子
中
学
校
一
年

Ⅱ
今
千
里
（
南
中
）
▽
尚
校
手

般
Ｉ
対
馬
国
道
（
金
木
）

啓
製
、
逆
路
標
識
の
補
修
、
交

通
安
全
標
謡
の
界
雌
、
交
皿
安

粂
パ
レ
ー
ド
、
、
助
叩
迎
岻
競

技
会
の
開
催
な
ど
決
め
、
つ
ぎ

の
と
お
り
役
幽
を
改
選
し
ま
し

た
。
▽
会
踵
Ｉ
片
岡
八
千
雄
▽
剛
公

踵
Ｉ
菊
地
鉄
兜
、
松
橘
睦
造

▽
朧
鞭
Ⅱ
燗
Ⅷ
久
弥
、
正
雄
茄

雄
、
照
沌
成
美
▽
公
帥
Ｉ
藤
ル

徳
美
▽
抑
肥
Ｉ
鋼
雌
栄 1‐

’、一一．ｴｰ皆一 爺溌座’

【町民スキー大会】

P生
ま
れ
た
人

☆
其
川
鬼
化
（
栄
一
２
列
）
川
灯

☆
柵
長
洋
一（
茂
雄
踵
艸
）
棚
Ⅱ
町

☆
川
中
兇
仁
（
一
彦
良
兜
）
僻
川

☆
荒
井
治
次
（
次
雄
２
卵
）
打
松
川

☆
沸
励
逆
子
（
陽
一
２
女
）
川
端
川

☆
中
谷
恵
美
子

（
川
災
踵
女
）
川
痢

☆
蛙
雌
火
（
稲
正
及
叫
）
川
端
川

☆
水
村
降
之
（
灯
光
踵
出
）
斯
斯
川

☆
川
巾
典
何
災

☆☆☆☆☆☆
今ニーミ土秋触l11
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■
ザ
』
。
：
Ｄ
０
ｎ
▼
も
り
出
Ｆ
Ｉ
ａ
■
‐
。
。
。
。
：
月
Ｊ
１
■
■
■
ｒ
ｈ
ｒ
２
Ｄ
Ｄ
・
Ｄ
Ｌ
■
了
Ｌ
■
■
ｒ
ｈ
ウ
；
０
０
０
１
も
り
ｌ
■
■
■
ｒ
Ｌ
Ｄ
・
；
：
Ｌ
Ｐ
Ｌ
Ｂ
■
■
ｒ
ｈ
ｒ
Ｉ
０
‐
Ｏ
Ｄ
ｂ
ｂ
ｒ
Ｌ
■
■
■
ｒ
▲
■
ワ
・
・
・
：
▲
ワ
Ｌ
■
■
■
■
▲
■
ｇ
・
・
・
・
Ｌ
■
画
且
■
宅

小
児
マ
ヒ
予
防
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
の
実
施

左
肥
に
よ
り
火
施
し
ま
す
。

一
、
対
象
者
昭
和
山
ト
ー
年
一
川
一
側
か
ら
昭
和
川
ト

ー
年
十
完
川
三
ト
ー
Ⅲ
ま
で
雌
ま
れ
た
人

一
、
料
金
無
料

一
、
日
程

期
、
区
域
場
所
時
刻

川
川
卜
六
Ⅲ
金
木
金
木
役
助
公
磯
窄
午
後
一
時
か

ら
二
時
ま
で

Ⅷ
月
十
七
日
猟
瀬
茄
瀬
保
育
所
午
後
一
時
か

ら
二
時
ま
で

四
月
十
七
冊
再
良
巾
瀞
良
巾
保
行
所
午
後
・
一
時
・
下

毎
且
Ｐ
１
Ａ
■
０
，
▲
ロ
ー
‘
呂
三
ｅ
ｏ
－
■
１
日
■
■
Ｌ
句
可
・
昌
一

アナタも技能士になれる〃
Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■

機械I:。｛|北げ|:。機械製|､lil

界集職椰挑鉄鋳物l:。板金［・州橘;l:

雌蕊大I:･左T『･家叫|:｡処典I:

賛Wf''抑催・年令は|川わず

訓|練期IHI1カイド(II1込はいつでも''I)
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の
１
４
■
０
１
●
寸
邑
Ｆ
ご
Ｌ
Ｐ
、
４
■
■
ｕ
Ｌ
■
〉
ろ
呂
言
。
■
官
且
■
■
■
江
口
宅
二
二
・
。
■
丁
■
■
■
■
Ｌ
甲

☆
桑
川
柴
三

｜
誌
叩
川
幟
挫
咋
一
掌
に
乍
）
州
州
州

（
徳
災
反
叫
）
下
川
一

☆
今
川
人
（
爪
雄
及
川
）
川
端
川

☆
水
下
噸

（
伊
佐
雄
２
列
）
新
城
町

☆
成
川
ひ
と
み

（
澗
雄
２
女
）
巾
柏
木

☆
叫
海
英
桝
（
学
２
脚
）
水
川

☆
脈
川
健
一

（
消
光
踵
洲
）
止
鍛
治
町

☆
帥
川
一
災

（
千
代
椛
踵
兜
）
新
城
川

☆
小
松
惣
川

（
久
雄
２
Ⅲ
）
化
鍛
治
川

☆
秋
元
卉
奈
子

（
梶
災
２
女
）
新
城
川

☆
耐
雌
〃

（
良
海
隆
叫
）
下
小
柴
崎

☆
三
ｋ
陥
雄
（
竹
雄
４
叫
）
新
川

ｒ
Ｉ
＃
ｊ
ｉ
Ｊ
、

Ｊ
ル
川
叩
Ⅲ
よ
ｈ
Ⅲ
Ｉ
ノ

（
岬
Ⅸ
艮
卵
）
ｋ
派
〃

｜
死
ん
だ
人

★★

|‘｜新
川|1'1
M'il;II
じり〈
,-､郎
八,‐、
ノ[八
､-／／,く
●－

1lil:栄
IIIIIIII

★
弧
崎
み
ゑ
（
四
八
）
後
川

★
近
藤
作
之
助
（
八
二
）
下
派
航 ｜

出
生
と
死
亡

（
二
月
届
出
分
）

分

時

眠
午
後
ら
二
午
後
ら
二

午
後
・
一

か
ら
二

ll
l

刻
一
時
か

時
ま
で

一
時
か

時
ま
で

時
・
一
十

時
ま
で ウ

ー
Ｉ
か

－
＝一二･ﾛ叩0一00卯･一d叩o･一●』ﾛI叩垂◆一－

一
ー
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な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
す
み

腿
域
行
政
に
つ
い
て
の
怠
兄
も

胆
と
し
て
は
、
迫
路
・
側
洲
の

幣
附
、
教
育
施
投
の
允
火
、
雌

会
糊
の
批
悩
な
ど
か
あ
り
、
ま

た
雌
近
の
傾
呵
を
反
映
し
て
か

政
企
般
に

わ
た
っ
て
た
く
さ
ん
の
盤
削
や

賦
兇
が
川
さ
れ
ま
し
た
。

ど
の
会
場
で
も
川
さ
れ
た
問

川
、
金
木

の
川
で
開

か
れ
た
行

政
懇
淡
会

で
は
、
街

灯
の
設
世

な
ど
身
近

か
な
間
迦

か
ら
広
域

行
政
な
ど

巾
峻
い
間

脳
に
至
る

ま
で
、
町

川
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
提
起
さ
れ
た
間
魍

琶
検
制
し
、
財
政
曲
扣
の
作
わ

鐵篝靭韓亘織 三
川
十
一
Ⅱ
か
ら
三
日
間
、

宮
艮
巾
、
茄
棚
、
川
愈
、
僻

二
一
二
一
一
一
一
二
二
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
二
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
二
一
一
二
一
二
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
二
一
二
一
一
一
二
二
一
一
二
一
二
一
一
一
一
一
一
二
一
二
二
一
一
二
一
二
一
一
二
一
二
言
一
二
一
一
一
二
一
一

町
民
の
両
を
巾
．
接
き
い

て
、
行
政
に
小
か
し
て
行

こ
う
と
い
う
こ
と
で
附
か

れ
た
行
政
懇
淡
会
で
は
、

道
路
・
側
淋
の
幣
伽
や
教

育
施
脱
の
允
火
を
は
じ
め

町
政
全
般
に
対
す
る
活
発

な
怠
兇
・
典
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

５
面水一１’

4

化新町、
州日町

ノー」

胸'1明町

ｊ

町

ｊ

』
？
１
Ｊ

、
Ｙ
ｆ
Ｊ'|月 道

路
・
教
育
関
係
中
心
に

綜
職
懇
談
議
岬

P

０
０
９
９
１
０
０

０
９
０

新澗IIIJ、米町木
一
月

２
’
６

I 意
見
・
要
望
が
続

6月|"町､若松町、 川向 路
の
補
修
を
し
て
ほ
し
い
。

④
脚
良
巾
小
学
校
の
巡
肋
崎
は

ぜ
ひ
抵
振
す
べ
き
だ
。

⑤
灘
良
巾
診
旅
所
を
新
築
し
て

ほ
し
い
。

◇
嘉
瀬
地
区
◇

①
街
灯
の
修
地
は
、
川
け
を
川

し
て
も
行
な
わ
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
。

②
股
村
吋
年
雌
投
班
は
投
趾
す

る
の
か
。

③
文
所
を
仔
慨
強
化
す
べ
き
だ

や
か
に
尖
施
し
、
ま
た
、
財
閥

を
必
典
と
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
必
喫
性
、
緊
忽
度
に
応
じ

て
Ⅲ
次
実
行
に
う
つ
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

得
会
助
で
出
さ
れ
た
主
な
こ

と
か
ら
は
次
の
と
お
ｎ
で
す
。

◇
喜
良
市
地
区
◇

①
旧
駐
征
所
を
共
済
紺
合
に
払

い
下
げ
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

②
坂
本
腺
野
の
附
川
に
と
り
か

か
っ
て
も
ら
い
た
い
。

③
糊
兇
川
ｌ
史
雌
部
蒋
側
の
逆

ｴ|型|綱M､神'’1町
水
一
木
一
金

８
’
９
｜
Ⅲ

|判新町

小川町

lll辿町I蝋辿IIj、４
１
ｋ
Ⅲ
脚
本
、
、

瀬
町

子
ｆ
・
Ｉ
〃
了
、

，
〃
い
牙

金
一
月

Ⅲ
｜
旧
一

投
慨
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

③
膝
枝
喋
会
助
を
雑
伽
し
て
ほ

し
い
。

④
川
倉
限
野
の
州
川
を
進
め
る

べ
き
だ
。

⑤
川
穴
停
制
川
附
近
に
街
灯
を

股
慨
し
て
ほ
し
い
。

⑥
滕
枝
欝
鈍
台
を
新
没
し
て
ほ

し
い
。

心
蒔
田
地
区
◇

①
が
先
の
融
岬
に
よ
る
水
宙
対

錆
を
繩
じ
て
ほ
し
い
◎

Ｑ
附
禰
小
学
杖
を
菊
興
し
て
ほ

し
い
。

⑤
Ⅲ
支
所
通
り
の
側
洲
樅
附
を

進
め
て
ほ
し
い
。

⑥
勉
路
わ
き
に
薪
な
ど
価
ん
で

不
法
使
川
し
て
い
る
例
か
あ
る

の
で
、
町
で
な
ん
と
か
し
て
も

ら
い
た
い
。

⑦
椚
防
川
幽
の
出
稼
ぎ
で
、
消

防
力
か
弱
ま
っ
て
い
る
。
一
般

町
民
が
淌
火
活
励
に
協
力
し
て

け
が
を
し
た
時
の
補
俄
は
ど
う

な
る
か
。

米町
出

一
木
一
金
一

一
旧
一
Ｗ
．
’

itff野町、若松町、川魚．

北新町、神明町
制日町

③
老
人
、

乳
幼
児
医

推
曲
の
十

刑
給
付
は

で
き
な
い

か
。
◇
川
倉
地
区
◇

①
り
ん
ご

川
強
川
を

強
化
す
べ

き
だ
。

③
股
村
架

川
岻
油
の

｜
Ｉ
ｌ
Ｊ
ｌ
７
ｌ
ｌ
Ⅱ
卜
’

南||201月|南新町
｜
火
一
水
一

一
四
一
躯
一

小川町

、
分
水
１
巾
九
糾
叫
胆
の
制
盤

を
早
く
進
め
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。

③
消
防
ポ
ン
プ
を
更
新
し
て
ほ

し
い
。

④
蒔
川
小
学
校
の
巡
肋
場
を
拡

張
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◇
金
木
地
区
◇

①
職
幽
の
擬
容
態
度
か
不
親
切

で
あ
る
。

②
沢
部
雌
に
ゴ
ミ
を
投
げ
す
て

な
い
よ
う
対
策
を
排
じ
て
ほ
し

い
。
。

③
股
柵
研
究
団
体
に
助
成
し
て

ほ
し
い
。

④
役
賜
庁
舎
を
移
転
新
築
し
、

現
附
舎
を
公
比
飢
と
し
て
活
川

野良市、lll通町淵瀬、

231木 堆町、 4xlliJ

且'全 浦町宇町、

新纈町、米町271月’

281火 芦野町、若松町、川fT
|l＝I

北新町、神明町
IIﾘ旧町

し
た
力
か
よ
い
じ

⑤
公
泌
（
錐
測
助
か
ら
発
生
す

る
臭
鉱
）
を
防
ぐ
対
策
を
繩
じ

て
ほ
し
い
。

④
貯
水
池
の
維
持
智
飢
を
も
っ

と
適
旺
に
〃
な
う
べ
き
だ
。

⑦
川
桝
住
宅
の
人
孵
方
法
を
改

泌
せ
よ
。

③
火
葬
鋤
が
速
く
な
っ
た
の
で

搬
枢
叩
を
朏
人
し
た
ら
ど
う
か

⑨
尚
野
、
湘
川
に
貯
水
池
を
新

肢
し
ほ
し
い
。

⑩
川
榊
の
人
ｎ
洲
納
柑
を
な
ん

と
か
す
べ
き
だ
。

⑪
股
唯
改
良
辨
及
所
を
も
っ
と

活
川
せ
よ
。

南断IIU

311金｜小川IIIJ

ゴミの収柴手数料の納付がおくれますと、収集処HI!を辞退したもの

として、収柴車かまわらない場合もありますので、手数料は忘れず

に納期限までに納めるようにして下さい。

第1期（4．5．6月）の納期限は5月31日です。一町民課一

【喜良市地区の行成懇談会】

いさ上力③のる②党①三 し町塚的出活

琶
一
＃
二
１

学
加
辮
耀

大
修
輌
艤

ｆ
画
日
ｆ
■
■
Ｇ
ｆ
Ｊ
ｄ
ｌ
日
日

業
に
両
人
以
上
”

農
肌
柵
鰄

の
６
わ
り
ま
し

Ｉ
た
。
特
に
雌

会
終
日
の
雌
膿

邪
拭
駄
助
及

壗
川
叩
聡
氏
の

「
安
全
多
収

稲
作
の
要

点
」
の
識
炎
に
は
Ⅳ
五
十
人
も

受
瀧
荷
が
錐
ま
り
、
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

川
巾
劾
陛
は
安
粂
多
収
の
四

つ
の
条
件
と
し
て
つ
ぎ
の
点
を

あ
げ
ま
し
た
。

①
品
種
の
選
定
Ｉ
摘
戴
や
冷
将

に
強
く
、
収
欣
も
多
く
、
し
か

も
お
い
し
い
の
が
よ
い
品
繩
と

L

｜
’

I

い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
か
、

こ
の
分
部
を
そ
な
え
た
即
想
柵

品
椰
は
、
な
か
な
か
な
い
。
し

か
し
、
現
征
で
は
、
レ
イ
メ

イ
、
フ
ジ
ミ
ノ
リ
か
す
ぐ
れ
て

お
り
、
今
年
も
こ
の
川
椰
を
小

心
と
し
た
″
が
よ
い
だ
ろ
う
。

②
健
苗
育
成
１
雌
鮒
育
成
の
た

め
に
は
飾
代
の
衝
雌
か
雌
も
大

切
で
あ
る
。
米
づ
く
り
Ⅱ
水
一

に
な
っ
た
川
舎
舗
村
の
佐
滕
さ

ん
の
紙
を
き
い
て
も
、
前
代
へ

容
土
を
し
た
り
、
土
じ
よ
う
淌

雌
〃
実
施
な
ど
、
淌
代
づ
く
り

に
熱
を
つ
か
っ
て
い
る
。

③
土
つ
く
り
Ⅱ
群
土
、
深
耕
、

た
い
肥
な
ど
、
土
つ
く
り
に
も

っ
と
工
夫
し
て
ほ
し
い
。
深
剛

追
肥
の
効
果
を
尚
め
る
た
め
に

も
、
土
つ
く
り
は
絶
対
不
叫
欠

の
条
件
で
あ
る
。

④
肥
培
管
理
Ｉ
鮒
を
水
川
へ
柚

え
て
か
ら
の
符
埋
の
こ
と
だ

が
、
追
肥
、
火
備
川
、
捕
秤
虫

防
除
、
除
単
な
ど
が
中
心
と
な

る
力
、
こ
れ
ま
て
α
祁
竹
り
は

ワ
ラ
を
つ
く
っ
て
い
た
よ
う
な

も
の
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は
ワ
ラ

を
少
な
く
、
コ
メ
を
多
く
と
る

″
剛
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
深
刷
旭
肥

が
欠
か
せ
な
い
。

な
お
、
こ
の
度
の
股
染
大
学

を
受
洲
し
た
人
は
百
八
十
人
で

つ
ぎ
の
″
ム
か
川
、
間
の
余
洲

侭
を
受
柵
し
、
修
了
紙
を
も
ら

い
ま
し
た
。

◎
金
木
地
区
Ｉ
浅
利
戯
丘
郎
、

白
川
叫
仰
戯
、
典
川
忠
沽
、
秋

谷
兜
占
、
巾
川
怖
打
、
成
川
弥

卜
郎
、
柵
ｔ
茂
一
、
仙
助
定
氷

脱
川
繁
柵
、
雌
川
雌
成
、
円
川

政
次
郎
、
価
川
行
良
子
、
外
崎

倣
犬
、
惚
川
隆
七
、
占
川
な
糾

兜
、
内
川
派
が
、
川
巾
キ
ヨ
ノ

徳
川
ム
ヅ
、
雅
件
キ
ミ
、
内
川

雌
雄
、
占
川
悩
一
、
川
巾
穂
作

白
川
械
政

◎
嘉
瀬
地
区
Ｉ
沢
川
さ
っ
、
川

巾
脈
人
郎
、
外
崎
誠
、
庁
崎
断

一
、
木
下
服
抵
、
小
松
ゆ
み
、

今
囎
汎
即
、
Ⅲ
抑
将
、
艸
川
秀

雄
、
鋪
崎
悠
一
、
土
岐
俊
一
、

沌
川
政
存

◎
喜
良
市
地
区
Ｉ
米
行
九
八
、

糸
良
加
剛
、
今
ス
ミ
エ
、
内
川

ハ
ツ
エ
、
加
膝
ふ
み
、
占
川
ト

ミ
、
今
ア
ネ
、
占
川
油
布
服
川【田中稔氏の講義】
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